
「(仮称)学校再編計画 素案」本編の閲覧方法 

① 市のホームページからの閲覧 
右のＱＲコードで日立市公式ホームページ「(仮称)学校再編計画 素案」が閲覧できます。 

② 窓口での閲覧 
市役所(３階 学務課)、支所、図書館、交流センターで閲覧できます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  学校再編計画とは、先に策定した「⽇⽴市⽴学校適正配置基本⽅針」（以下「基本方針」とします。）に 
基づき、将来の⼩・中学校再編の全体像を⽰した上で、今後おおむね 10 年間に取り組む具体的な統合内容 
などを明らかにするものです。 

 
（計画策定の背景） 
  近年、⼈⼝減少や少⼦化を背景に、児童⽣徒数や学級数が減少する学校の⼩規模化が進⾏しています。 
  学校の⼩規模化には、教員の⽬が⾏き届き指導が充実するなどの良い⾯がある⼀⽅で、⼈間関係が固定し 

やすく、⼦ども同⼠の幅広い交流や多様な意⾒に触れる機会が少なくなるなど、様々な課題も指摘されてい 
ます。 

本市でも、学校の⼩規模化の傾向が続く予想の中、「学校の適正規模の維持」という課題に直⾯しています。 
（検討経緯） 
  平成 30 年 3 ⽉には、学校再編で⽬指す学校規模、取組に当たって配慮すべき事項など、学校再編を進める 

上での基本的な考え⽅を「基本方針」としてまとめました。 
これまで、アンケート調査を始め、地域懇談会や保護者懇談会を通じて寄せられた皆さんのご意⾒などを基 

に、⽇⽴市⽴学校適正配置検討委員会において議論を重ねてきました。 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【提出方法】 
この封筒部分を切り取り、必要事項を書いての

り付けし、１０月３１日（土）までに切手を貼ら
ずに郵便ポストに投函してください。（郵送料はか
かりません。） 

 
 また、直接持参(本庁舎３階 学務課 学校適正配
置推進室)、意見記入シートに記入して、Ｅメール、
ＦＡＸでもご意見を受け付けています。 
 
●Ｅメール tekisei@city.hitachi.lg.jp 
●ＦＡＸ  0294-21-7740 

日
立
市
教
育
委
員
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学
務
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学
校
適
正
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置
推
進
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本市では、子どもたちのより良い学習環境を整えるため「学校再編計画」の策定作業を進めて 
おり、今回、同計画の素案がまとまりましたので、その概要をお知らせするとともに、皆さんの 
ご意見を募集します。 

139 

2020 年 11 月 

30 日まで 

～次の世代へつなぐ学校再編に、皆さんのご意見をお聴かせください～ 

「学校再編計画素案」の内容を資料とともに紹介します 

募集期間 ９⽉１８⽇（⾦）から１０⽉３１⽇（⼟）まで  

交流センターなどを会場に、オープンハウス型の説明会を開催します。素案に関する資料の展⽰や本編
がご覧いただけるほか、係員が素案の内容について説明します。ご来場をお待ちしております。 

ご来場の際は、マスクの着⽤、⼿指の消毒など感染予防にご協⼒ください。また、体調のすぐれない⽅
のご来場はお控えください。 

＜７つのエリアで開催します＞ 

学校再編計画とは︖ 

ご意見の提出方法 

上記の期間中に、次の方法で提出してください。 

① 市のホームページから（意見記入シートがダウンロードできます。） 

② 各閲覧窓口に設置してある意見募集箱に投函 

③ 右のＱＲコードを使って（いばらき電子申請フォーム(意見募集フォーム）につながります。） 

④ その他（郵送、ＦＡＸ、Ｅメール） 

なお、ご意見を正確に伺うため、電話でのお申し出は、お控えくださるようお願いいたします。 
お寄せいただいたご意見、ご質問への回答等は、市のホームページ上に公開します。 

問合せ先 

日立市教育委員会 学務課 学校適正配置推進室 
ＴＥＬ ０２９４（２２）３１１１ 内線６４２ （ＩＰ電話 ０５０（５５２８）５１２４） 
ＦＡＸ ０２９４（２１）７７４０   Ｅメール tekisei@city.hitachi.lg.jp 

の り し ろ 

の り し ろ 

の 

り 

し 

ろ 

②のりしろを図のように 
貼り合わせます。 

①太い枠線に沿って切り離し、宛先が 
外側になるように中央から折ります。 

③切⼿を貼らず 
に、そのまま 
お近くの郵便 
ポストに投函 
してください。 
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学校統合までの取組や期間について 

 統合までの期間は、それぞれの学校の状況によって異なりますが、統合の協議を始めてから３〜５年程度で新 
校への通学が開始できるように準備を進めます。この期間中に、統合に関する様々な協議をします（下表参照）。 
 
 
 
 
 
 

 

※ 学校関係者や保護者、地域住民等を構成メンバーとして、再編の対象となる学校に設置します。 

 

 

 
学校の再編は、「基本⽅針」に定めた「⽬指す学校規模」の維持・確保に努めるとと 

 もに、学校・家庭・地域が⼀体となって、義務教育９年間の児童⽣徒⼀⼈⼀⼈の成⻑ 
 を⽀える学びの環境を整えるため、⼩中⼀貫教育を実践し、教育効果を最⼤限に引き 
 出す仕組みづくりを担います。 

また、「⽇⽴市教育振興基本計画【学校教育】」の着実な推進のため、本市学校教 
 育をより効果的に進めるための環境づくりを担うものでもあります。 

 
 
   
 

 

  

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校再編は、児童⽣徒数の推計を基に、20年先を⾒据えて５年ごと４期に分けて取 
り組みますが、本計画は、そのうち、主に第１期と第２期（10年間）の取組内容をま 
とめたものです。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

「(仮称)学校再編計画 素案」に関するご意見 

ご意見の集計のため、 

ご記入をお願いします。 

お住いの 

学区 

小学区 あなたの年齢 中学生以下のお子様がいる場合に丸で囲んでください。 

中学区 歳代 中学生  小学生  未就学児 

１ 学校の再編について                              

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

２ 小中一貫教育の推進について                          

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

３ その他 （ご質問でも結構です。）                         

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

 

計画期間は、令和３(2021)年から令和 12(2030)年までの 10 年間 

学 校 再 編 の 考 え ⽅  

ご協力ありがとうございました。 

計画の⾒直しと再編のスケジュールについて 

 児童⽣徒数などの学校教育を取り巻く環境の変化や教育に関する制度改正などに応じて計画を⾒直します。そ 
のため、取組スケジュールが前後する場合があります。 

第３期（令和 ( )年）以降については、学校規模を確保しながら、グループ化を更に推進します。 
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市内を７つのエリアに分け、エリアごとに中学校１校と⼩学校１〜３校のグループ化 
を⽬指します。複式学級・クラス替えのできない状態の解消を最優先に、さらに、早急 
な学習環境整備が特に必要な学校を優先に順次グループ化を進めます。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７つの 
エリア 

本計画中の 
再編対象校 

第１期 
(2021～2025) 

第２期 
(2026～2030) 

第３・４期 
(2031～2040) 

再編の内容と再編後の学校の位置 
（統合する場合は対等な統合とし、新校として設置） 

１ 

十王 

豊浦 

十王中    
十王中と豊浦中を統合。統合校の場所は慎重に検討。 

豊浦中   
山部小  

 
 山部小と櫛形小を統合。統合校は現在の櫛形小の場

所。 櫛形小 

豊浦小     

２ 

日高 

田尻 

滑川 

日高中    日高中と滑川中を統合。統合校はエリア中心の田尻小
の場所。 滑川中   

日高小    
田尻小を日高小と滑川小にそれぞれ統合。統合校は現
在の日高小と滑川小の場所。 

田尻小   
滑川小   

３ 

本庁 

駒王中 
  

 

３校を統合。まず駒王中と平沢中を統合し、統合校は
現在の駒王中の場所。助川中の統合時期は、生徒数の
推移を見ながら検討し、統合校は現在の平沢中の場所 
(駒王中から移転)。 

平沢中 

助川中   

宮田小 
  

 
宮田小、仲町小、中小路小を統合。統合校は現在の宮
田小の場所。 

仲町小 

中小路小 

助川小   
検討 児童数の推移を見ながら統合を検討。 

会瀬小   

４ 

多賀北 

多賀中    
・小学校３校の統合を視野に、まず成沢小と油縄子小
を統合。諏訪小の統合時期は、児童数の推移を見なが
ら検討。統合校は現在の油縄子小の場所。 
・中学校２校を統合。統合校は現在の多賀中の場所。  
・小学校と中学校を施設一体型の小中一貫校として検討。 

大久保中   
成沢小   
油縄子小   
諏訪小   検討 

大久保小     

５ 

多賀南 

河原子中    
３校を統合。まず河原子中と泉丘中を統合し、統合校
は現在の大沼小の場所。台原中の統合時期は、塙山小
と金沢小の児童数の推移を見ながら検討。 

泉丘中  

台原中   
河原子小  

 

 

 
大沼小を河原子小と水木小にそれぞれ統合し、統合校
は現在の河原子小と水木小の場所。その後、河原子小
を現在の河原子中の場所に移転。 

大沼小 

水木小 

塙山小   検討 児童数の推移や通学の安全性などを考慮し、再編の在
り方を検討。 金沢小   検討 

６ 

南部 

久慈中  
  

久慈中と坂本中を統合。統合校は現在の久慈中の場
所。 坂本中 

大みか小   
 

検討 

児童数の推移を見ながら、第１期統合校(東小沢小と
久慈小)との統合を検討。 

久慈小  

  
東小沢小を久慈小と坂本小にそれぞれ統合。統合校は
現在の久慈小と坂本小の場所。 

東小沢小 

坂本小 

７ 
中里 

中里中  
 

 
中里中の場所に施設一体型小中一貫校を整備。 

中里小 

 
※ 詳細は、本編参照（第３期以降の考え方も含む。）

学校の再編で⼼配なことについて 

 通学の問題を始め、学校の再編に伴って配慮が必要と思われる事項について、学校、保護者、地域住⺠の皆さ 
んと共に検討し、対策を講じます。例えば… 

⽬指す学校規模について  

 児童⽣徒が集団の中で、多様な考えに触れ、切磋琢磨することを通じて⼀⼈⼀⼈の資質や能⼒を伸ばしていく
という学校の特質を踏まえ、⼩・中学校では⼀定の児童⽣徒数が確保されていることが望ましいと考えます。 

⽇⽴市では、社会性を育む視点や指導体制を充実する視点などから、⽬指す学校規模を「⼩学校はクラス替え
ができる各学年２学級以上」、「中学校はクラス替えができ、指導体制が充実する各学年３学級以上」とします。 

 

通 学 

・小学校は３㎞ 
・中学校は５㎞ 
・路線バス等の利用も検討 

 

 児童生徒への配慮 

・統合後の学校生活への不安 
を軽減（統合校間の事前交 
流、教職員の継続配置 など） 

 
・統合後は新校として設置 
・学校の位置は、既存の学校 
敷地を活用 

 

 統合の準備 

・統合準備委員会の設置 
・校名、通学路、ＰＴＡ活動 
などを協議 

 

その他 

・保護者負担の軽減策を検討 
（制服の継続使用や通学経費の
軽減策の検討 など） 

 学校の位置 

全 体 の 再 編 ス ケ ジ ュ ー ル  

９年間の成⻑を⽀える取組（⼩中⼀貫教育）の推進について  

 ⼩中⼀貫教育に取り組む⼤きな理由は、いわゆる「中１ギャップ」などの課題に対する効果的な対応の必要性
です。義務教育９年間を通して、⼩学校と中学校の垣根を越え、教職員が共に⼀⼈⼀⼈の成⻑を⾒守り、個性や

 
また、学校、家庭、地域が中学校卒業時の⼦どもの姿を共有しながら、その成⻑を⽀え⾒守ることで地域社会 

の連携が強まり、⼦どもたちは周囲の⽀えと⾒守りを感じながら、地域への愛着を深めていくと考えます。 

⼩中⼀貫教育（⼩・中学校のグループ）の形態について 

 ⼩中⼀貫教育の形態には、校舎の配置から施設⼀体型、施設隣接型、施設分離型などがありますが、本市では 
既存の学校敷地を活⽤しながら、主に施設分離型の⼩中⼀貫教育に取り組みます。 

施設分離型では、校舎が離れていることがデメリットとされる⼀⽅で、⼩学校の最⾼学年を経験することで⼤
きな成⻑が促される、中学校進学への期待感を持たせるなど、学校が独⽴していることが指導上のメリットとさ 
れています。 

⼩中⼀貫教育の取組に当たっては、ＩＣＴの活⽤などにより円滑に連携できる体制を整えることで、教職員の
児童⽣徒⼀⼈⼀⼈に向き合う時間を増やし、教育活動を更に充実させていきます。 

⼩中⼀貫教育と学校再編の関係について 

⼩中⼀貫教育の取組を効果的なものにしていくためには、１つの⼩学校から複数 
の中学校へ進学する分散進学を解消し、中学校を中⼼としたバランスの取れた学校 
配置や学校規模の維持・確保が必要です。 

学校の再編により、市内を７つのエリアに分け、各エリアを中学校１校と⼩学校 
１〜３校のグループに編制（グループ化）し、義務教育９年間を⾒通して⼀⼈⼀⼈ 
の成⻑を⽀えるための⼩中⼀貫教育体制を整えていきます。 

 

 
 

市内を７つのエリアに分け、エリアごとに中学校１校と⼩学校１〜３校のグループ化 
を⽬指します。複式学級・クラス替えのできない状態の解消を最優先に、さらに、早急 
な学習環境整備が特に必要な学校を優先に順次グループ化を進めます。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７つの 
エリア 

本計画中の 
再編対象校 

第１期 
(2021～2025) 

第２期 
(2026～2030) 

第３・４期 
(2031～2040) 

再編の内容と再編後の学校の位置 
（統合する場合は対等な統合とし、新校として設置） 

１ 

十王 

豊浦 

十王中    
十王中と豊浦中を統合。統合校の場所は慎重に検討。 

豊浦中   
山部小  

 
 山部小と櫛形小を統合。統合校は現在の櫛形小の場

所。 櫛形小 

豊浦小     

２ 

日高 

田尻 

滑川 

日高中    日高中と滑川中を統合。統合校はエリア中心の田尻小
の場所。 滑川中   

日高小    
田尻小を日高小と滑川小にそれぞれ統合。統合校は現
在の日高小と滑川小の場所。 

田尻小   
滑川小   

３ 

本庁 

駒王中 
  

 

３校を統合。まず駒王中と平沢中を統合し、統合校は
現在の駒王中の場所。助川中の統合時期は、生徒数の
推移を見ながら検討し、統合校は現在の平沢中の場所 
(駒王中から移転)。 

平沢中 

助川中   

宮田小 
  

 
宮田小、仲町小、中小路小を統合。統合校は現在の宮
田小の場所。 

仲町小 

中小路小 

助川小   
検討 児童数の推移を見ながら統合を検討。 

会瀬小   

４ 

多賀北 

多賀中    
・小学校３校の統合を視野に、まず成沢小と油縄子小
を統合。諏訪小の統合時期は、児童数の推移を見なが
ら検討。統合校は現在の油縄子小の場所。 
・中学校２校を統合。統合校は現在の多賀中の場所。  
・小学校と中学校を施設一体型の小中一貫校として検討。 

大久保中   
成沢小   
油縄子小   
諏訪小   検討 

大久保小     

５ 

多賀南 

河原子中    
３校を統合。まず河原子中と泉丘中を統合し、統合校
は現在の大沼小の場所。台原中の統合時期は、塙山小
と金沢小の児童数の推移を見ながら検討。 

泉丘中  

台原中   
河原子小  

 

 

 
大沼小を河原子小と水木小にそれぞれ統合し、統合校
は現在の河原子小と水木小の場所。その後、河原子小
を現在の河原子中の場所に移転。 

大沼小 

水木小 

塙山小   検討 児童数の推移や通学の安全性などを考慮し、再編の在
り方を検討。 金沢小   検討 

６ 

南部 

久慈中  
  

久慈中と坂本中を統合。統合校は現在の久慈中の場
所。 坂本中 

大みか小   
 

検討 

児童数の推移を見ながら、第１期統合校(東小沢小と
久慈小)との統合を検討。 

久慈小  

  
東小沢小を久慈小と坂本小にそれぞれ統合。統合校は
現在の久慈小と坂本小の場所。 

東小沢小 

坂本小 

７ 
中里 

中里中  
 

 
中里中の場所に施設一体型小中一貫校を整備。 

中里小 

 
※ 詳細は、本編参照（第３期以降の考え方も含む。）

学校の再編で⼼配なことについて 

 通学の問題を始め、学校の再編に伴って配慮が必要と思われる事項について、学校、保護者、地域住⺠の皆さ 
んと共に検討し、対策を講じます。例えば… 

⽬指す学校規模について  

 児童⽣徒が集団の中で、多様な考えに触れ、切磋琢磨することを通じて⼀⼈⼀⼈の資質や能⼒を伸ばしていく
という学校の特質を踏まえ、⼩・中学校では⼀定の児童⽣徒数が確保されていることが望ましいと考えます。 

⽇⽴市では、社会性を育む視点や指導体制を充実する視点などから、⽬指す学校規模を「⼩学校はクラス替え
ができる各学年２学級以上」、「中学校はクラス替えができ、指導体制が充実する各学年３学級以上」とします。 

 

通 学 

・小学校は３㎞ 
・中学校は５㎞ 
・路線バス等の利用も検討 

 

 児童生徒への配慮 

・統合後の学校生活への不安 
を軽減（統合校間の事前交 
流、教職員の継続配置 など） 

 
・統合後は新校として設置 
・学校の位置は、既存の学校 
敷地を活用 

 

 統合の準備 

・統合準備委員会の設置 
・校名、通学路、ＰＴＡ活動 
などを協議 

 

その他 

・保護者負担の軽減策を検討 
（制服の継続使用や通学経費の
軽減策の検討 など） 

 学校の位置 

全 体 の 再 編 ス ケ ジ ュ ー ル  

９年間の成⻑を⽀える取組（⼩中⼀貫教育）の推進について  

 ⼩中⼀貫教育に取り組む⼤きな理由は、いわゆる「中１ギャップ」などの課題に対する効果的な対応の必要性
です。義務教育９年間を通して、⼩学校と中学校の垣根を越え、教職員が共に⼀⼈⼀⼈の成⻑を⾒守り、個性や

 
また、学校、家庭、地域が中学校卒業時の⼦どもの姿を共有しながら、その成⻑を⽀え⾒守ることで地域社会 

の連携が強まり、⼦どもたちは周囲の⽀えと⾒守りを感じながら、地域への愛着を深めていくと考えます。 

⼩中⼀貫教育（⼩・中学校のグループ）の形態について 

 ⼩中⼀貫教育の形態には、校舎の配置から施設⼀体型、施設隣接型、施設分離型などがありますが、本市では 
既存の学校敷地を活⽤しながら、主に施設分離型の⼩中⼀貫教育に取り組みます。 

施設分離型では、校舎が離れていることがデメリットとされる⼀⽅で、⼩学校の最⾼学年を経験することで⼤
きな成⻑が促される、中学校進学への期待感を持たせるなど、学校が独⽴していることが指導上のメリットとさ 
れています。 

⼩中⼀貫教育の取組に当たっては、ＩＣＴの活⽤などにより円滑に連携できる体制を整えることで、教職員の
児童⽣徒⼀⼈⼀⼈に向き合う時間を増やし、教育活動を更に充実させていきます。 

⼩中⼀貫教育と学校再編の関係について 

⼩中⼀貫教育の取組を効果的なものにしていくためには、１つの⼩学校から複数 
の中学校へ進学する分散進学を解消し、中学校を中⼼としたバランスの取れた学校 
配置や学校規模の維持・確保が必要です。 

学校の再編により、市内を７つのエリアに分け、各エリアを中学校１校と⼩学校 
１〜３校のグループに編制（グループ化）し、義務教育９年間を⾒通して⼀⼈⼀⼈ 
の成⻑を⽀えるための⼩中⼀貫教育体制を整えていきます。 
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市内を７つのエリアに分け、エリアごとに中学校１校と⼩学校１〜３校のグループ化 
を⽬指します。複式学級・クラス替えのできない状態の解消を最優先に、さらに、早急 
な学習環境整備が特に必要な学校を優先に順次グループ化を進めます。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７つの 
エリア 

本計画中の 
再編対象校 

第１期 
(2021～2025) 

第２期 
(2026～2030) 

第３・４期 
(2031～2040) 

再編の内容と再編後の学校の位置 
（統合する場合は対等な統合とし、新校として設置） 

１ 

十王 

豊浦 

十王中    
十王中と豊浦中を統合。統合校の場所は慎重に検討。 

豊浦中   
山部小  

 
 山部小と櫛形小を統合。統合校は現在の櫛形小の場

所。 櫛形小 

豊浦小     

２ 

日高 

田尻 

滑川 

日高中    日高中と滑川中を統合。統合校はエリア中心の田尻小
の場所。 滑川中   

日高小    
田尻小を日高小と滑川小にそれぞれ統合。統合校は現
在の日高小と滑川小の場所。 

田尻小   
滑川小   

３ 

本庁 

駒王中 
  

 

３校を統合。まず駒王中と平沢中を統合し、統合校は
現在の駒王中の場所。助川中の統合時期は、生徒数の
推移を見ながら検討し、統合校は現在の平沢中の場所 
(駒王中から移転)。 

平沢中 

助川中   

宮田小 
  

 
宮田小、仲町小、中小路小を統合。統合校は現在の宮
田小の場所。 

仲町小 

中小路小 

助川小   
検討 児童数の推移を見ながら統合を検討。 

会瀬小   

４ 

多賀北 

多賀中    
・小学校３校の統合を視野に、まず成沢小と油縄子小
を統合。諏訪小の統合時期は、児童数の推移を見なが
ら検討。統合校は現在の油縄子小の場所。 
・中学校２校を統合。統合校は現在の多賀中の場所。  
・小学校と中学校を施設一体型の小中一貫校として検討。 

大久保中   
成沢小   
油縄子小   
諏訪小   検討 

大久保小     

５ 

多賀南 

河原子中    
３校を統合。まず河原子中と泉丘中を統合し、統合校
は現在の大沼小の場所。台原中の統合時期は、塙山小
と金沢小の児童数の推移を見ながら検討。 

泉丘中  

台原中   
河原子小  

 

 

 
大沼小を河原子小と水木小にそれぞれ統合し、統合校
は現在の河原子小と水木小の場所。その後、河原子小
を現在の河原子中の場所に移転。 

大沼小 

水木小 

塙山小   検討 児童数の推移や通学の安全性などを考慮し、再編の在
り方を検討。 金沢小   検討 

６ 

南部 

久慈中  
  

久慈中と坂本中を統合。統合校は現在の久慈中の場
所。 坂本中 

大みか小   
 

検討 

児童数の推移を見ながら、第１期統合校(東小沢小と
久慈小)との統合を検討。 

久慈小  

  
東小沢小を久慈小と坂本小にそれぞれ統合。統合校は
現在の久慈小と坂本小の場所。 

東小沢小 

坂本小 

７ 
中里 

中里中  
 

 
中里中の場所に施設一体型小中一貫校を整備。 

中里小 

 
※ 詳細は、本編参照（第３期以降の考え方も含む。）

学校の再編で⼼配なことについて 

 通学の問題を始め、学校の再編に伴って配慮が必要と思われる事項について、学校、保護者、地域住⺠の皆さ 
んと共に検討し、対策を講じます。例えば… 

⽬指す学校規模について  

 児童⽣徒が集団の中で、多様な考えに触れ、切磋琢磨することを通じて⼀⼈⼀⼈の資質や能⼒を伸ばしていく
という学校の特質を踏まえ、⼩・中学校では⼀定の児童⽣徒数が確保されていることが望ましいと考えます。 

⽇⽴市では、社会性を育む視点や指導体制を充実する視点などから、⽬指す学校規模を「⼩学校はクラス替え
ができる各学年２学級以上」、「中学校はクラス替えができ、指導体制が充実する各学年３学級以上」とします。 

 

通 学 

・小学校は３㎞ 
・中学校は５㎞ 
・路線バス等の利用も検討 

 

 児童生徒への配慮 

・統合後の学校生活への不安 
を軽減（統合校間の事前交 
流、教職員の継続配置 など） 

 
・統合後は新校として設置 
・学校の位置は、既存の学校 
敷地を活用 

 

 統合の準備 

・統合準備委員会の設置 
・校名、通学路、ＰＴＡ活動 
などを協議 

 

その他 

・保護者負担の軽減策を検討 
（制服の継続使用や通学経費の

軽減策の検討 など） 

 学校の位置 

全 体 の 再 編 ス ケ ジ ュ ー ル  

９年間の成⻑を⽀える取組（⼩中⼀貫教育）の推進について  

 ⼩中⼀貫教育に取り組む⼤きな理由は、いわゆる「中１ギャップ」などの課題に対する効果的な対応の必要性
です。義務教育９年間を通して、⼩学校と中学校の垣根を越え、教職員が共に⼀⼈⼀⼈の成⻑を⾒守り、個性や

 
また、学校、家庭、地域が中学校卒業時の⼦どもの姿を共有しながら、その成⻑を⽀え⾒守ることで地域社会 

の連携が強まり、⼦どもたちは周囲の⽀えと⾒守りを感じながら、地域への愛着を深めていくと考えます。 

⼩中⼀貫教育（⼩・中学校のグループ）の形態について 

 ⼩中⼀貫教育の形態には、校舎の配置から施設⼀体型、施設隣接型、施設分離型などがありますが、本市では 
既存の学校敷地を活⽤しながら、主に施設分離型の⼩中⼀貫教育に取り組みます。 

施設分離型では、校舎が離れていることがデメリットとされる⼀⽅で、⼩学校の最⾼学年を経験することで⼤
きな成⻑が促される、中学校進学への期待感を持たせるなど、学校が独⽴していることが指導上のメリットとさ 
れています。 

⼩中⼀貫教育の取組に当たっては、ＩＣＴの活⽤などにより円滑に連携できる体制を整えることで、教職員の
児童⽣徒⼀⼈⼀⼈に向き合う時間を増やし、教育活動を更に充実させていきます。 

⼩中⼀貫教育と学校再編の関係について 

⼩中⼀貫教育の取組を効果的なものにしていくためには、１つの⼩学校から複数 
の中学校へ進学する分散進学を解消し、中学校を中⼼としたバランスの取れた学校 
配置や学校規模の維持・確保が必要です。 

学校の再編により、市内を７つのエリアに分け、各エリアを中学校１校と⼩学校 
１〜３校のグループに編制（グループ化）し、義務教育９年間を⾒通して⼀⼈⼀⼈ 
の成⻑を⽀えるための⼩中⼀貫教育体制を整えていきます。 
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学校統合までの取組や期間について 

 統合までの期間は、それぞれの学校の状況によって異なりますが、統合の協議を始めてから３〜５年程度で新 
校への通学が開始できるように準備を進めます。この期間中に、統合に関する様々な協議をします（下表参照）。 
 
 
 
 
 
 

 

※ 学校関係者や保護者、地域住民等を構成メンバーとして、再編の対象となる学校に設置します。 

 

 

 
学校の再編は、「基本⽅針」に定めた「⽬指す学校規模」の維持・確保に努めるとと 

 もに、学校・家庭・地域が⼀体となって、義務教育９年間の児童⽣徒⼀⼈⼀⼈の成⻑ 
 を⽀える学びの環境を整えるため、⼩中⼀貫教育を実践し、教育効果を最⼤限に引き 
 出す仕組みづくりを担います。 

また、「⽇⽴市教育振興基本計画【学校教育】」の着実な推進のため、本市学校教 
 育をより効果的に進めるための環境づくりを担うものでもあります。 

 
 
   
 

 

  

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校再編は、児童⽣徒数の推計を基に、20年先を⾒据えて５年ごと４期に分けて取 
り組みますが、本計画は、そのうち、主に第１期と第２期（10年間）の取組内容をま 
とめたものです。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

「(仮称)学校再編計画 素案」に関するご意見 

ご意見の集計のため、 

ご記入をお願いします。 

お住いの 

学区 

小学区 あなたの年齢 中学生以下のお子様がいる場合に丸で囲んでください。 

中学区 歳代 中学生  小学生  未就学児 

１ 学校の再編について                              

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

２ 小中一貫教育の推進について                          

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

３ その他 （ご質問でも結構です。）                         

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

 

計画期間は、令和３(2021)年から令和 12(2030)年までの 10 年間 

学 校 再 編 の 考 え ⽅  

ご協力ありがとうございました。 

計画の⾒直しと再編のスケジュールについて 

 児童⽣徒数などの学校教育を取り巻く環境の変化や教育に関する制度改正などに応じて計画を⾒直します。そ 
のため、取組スケジュールが前後する場合があります。 

第３期（令和 ( )年）以降については、学校規模を確保しながら、グループ化を更に推進します。 

 
 

区 分 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 

協 議 

 

統 合 準 備 委 員 会 ※ 

（基本事項の合意）  （新校に関する協議）校名、校歌、制服、通学路、学校⾏事、児童⽣徒の事前交流⽅法、ＰＴＡ活動など  

校舎の整備 

 
          校 舎 整 備 

（調査・設計）              （改修または建て替え） 

学校統合までの取組や期間について 

 統合までの期間は、それぞれの学校の状況によって異なりますが、統合の協議を始めてから３〜５年程度で新 
校への通学が開始できるように準備を進めます。この期間中に、統合に関する様々な協議をします（下表参照）。 
 
 
 
 
 
 

 

※ 学校関係者や保護者、地域住民等を構成メンバーとして、再編の対象となる学校に設置します。 

 

 

 
学校の再編は、「基本⽅針」に定めた「⽬指す学校規模」の維持・確保に努めるとと 
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 を⽀える学びの環境を整えるため、⼩中⼀貫教育を実践し、教育効果を最⼤限に引き 
 出す仕組みづくりを担います。 

また、「⽇⽴市教育振興基本計画【学校教育】」の着実な推進のため、本市学校教 
 育をより効果的に進めるための環境づくりを担うものでもあります。 

 
 
   
 

 

  

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校再編は、児童⽣徒数の推計を基に、20年先を⾒据えて５年ごと４期に分けて取 
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計画期間は、令和３(2021)年から令和 12(2030)年までの 10 年間 

学 校 再 編 の 考 え ⽅  

ご協力ありがとうございました。 

計画の⾒直しと再編のスケジュールについて 

 児童⽣徒数などの学校教育を取り巻く環境の変化や教育に関する制度改正などに応じて計画を⾒直します。そ 
のため、取組スケジュールが前後する場合があります。 

第３期（令和 ( )年）以降については、学校規模を確保しながら、グループ化を更に推進します。 



「(仮称)学校再編計画 素案」本編の閲覧方法 

① 市のホームページからの閲覧 
右のＱＲコードで日立市公式ホームページ「(仮称)学校再編計画 素案」が閲覧できます。 

② 窓口での閲覧 
市役所(３階 学務課)、支所、図書館、交流センターで閲覧できます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  学校再編計画とは、先に策定した「⽇⽴市⽴学校適正配置基本⽅針」（以下「基本方針」とします。）に 
基づき、将来の⼩・中学校再編の全体像を⽰した上で、今後おおむね 10 年間に取り組む具体的な統合内容 
などを明らかにするものです。 

 
（計画策定の背景） 
  近年、⼈⼝減少や少⼦化を背景に、児童⽣徒数や学級数が減少する学校の⼩規模化が進⾏しています。 
  学校の⼩規模化には、教員の⽬が⾏き届き指導が充実するなどの良い⾯がある⼀⽅で、⼈間関係が固定し 

やすく、⼦ども同⼠の幅広い交流や多様な意⾒に触れる機会が少なくなるなど、様々な課題も指摘されてい 
ます。 

本市でも、学校の⼩規模化の傾向が続く予想の中、「学校の適正規模の維持」という課題に直⾯しています。 
（検討経緯） 
  平成 30 年 3 ⽉には、学校再編で⽬指す学校規模、取組に当たって配慮すべき事項など、学校再編を進める 

上での基本的な考え⽅を「基本方針」としてまとめました。 
これまで、アンケート調査を始め、地域懇談会や保護者懇談会を通じて寄せられた皆さんのご意⾒などを基 

に、⽇⽴市⽴学校適正配置検討委員会において議論を重ねてきました。 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【提出方法】 
この封筒部分を切り取り、必要事項を書いての

り付けし、１０月３１日（土）までに切手を貼ら
ずに郵便ポストに投函してください。（郵送料はか
かりません。） 

 
 また、直接持参(本庁舎３階 学務課 学校適正配
置推進室)、意見記入シートに記入して、Ｅメール、
ＦＡＸでもご意見を受け付けています。 
 
●Ｅメール tekisei@city.hitachi.lg.jp 
●ＦＡＸ  0294-21-7740 

日
立
市
教
育
委
員
会 

学
務
課 

学
校
適
正
配
置
推
進
室 

 

 

 
 
 

本市では、子どもたちのより良い学習環境を整えるため「学校再編計画」の策定作業を進めて 
おり、今回、同計画の素案がまとまりましたので、その概要をお知らせするとともに、皆さんの 
ご意見を募集します。 
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2020 年 11 月 

30 日まで 

～次の世代へつなぐ学校再編に、皆さんのご意見をお聴かせください～ 

「学校再編計画素案」の内容を資料とともに紹介します 

募集期間 ９⽉１８⽇（⾦）から１０⽉３１⽇（⼟）まで  

交流センターなどを会場に、オープンハウス型の説明会を開催します。素案に関する資料の展⽰や本編
がご覧いただけるほか、係員が素案の内容について説明します。ご来場をお待ちしております。 

ご来場の際は、マスクの着⽤、⼿指の消毒など感染予防にご協⼒ください。また、体調のすぐれない⽅
のご来場はお控えください。 

＜７つのエリアで開催します＞ 

学校再編計画とは︖ 

ご意見の提出方法 

上記の期間中に、次の方法で提出してください。 

① 市のホームページから（意見記入シートがダウンロードできます。） 

② 各閲覧窓口に設置してある意見募集箱に投函 

③ 右のＱＲコードを使って（いばらき電子申請フォーム(意見募集フォーム）につながります。） 

④ その他（郵送、ＦＡＸ、Ｅメール） 

なお、ご意見を正確に伺うため、電話でのお申し出は、お控えくださるようお願いいたします。 
お寄せいただいたご意見、ご質問への回答等は、市のホームページ上に公開します。 

問合せ先 

日立市教育委員会 学務課 学校適正配置推進室 
ＴＥＬ ０２９４（２２）３１１１ 内線６４２ （ＩＰ電話 ０５０（５５２８）５１２４） 
ＦＡＸ ０２９４（２１）７７４０   Ｅメール tekisei@city.hitachi.lg.jp 

の り し ろ 

の り し ろ 

の 

り 

し 

ろ 

②のりしろを図のように 
貼り合わせます。 

①太い枠線に沿って切り離し、宛先が 
外側になるように中央から折ります。 

③切⼿を貼らず 
に、そのまま 
お近くの郵便 
ポストに投函 
してください。 
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